
北海道大学
観光学高等研究センター

2020 年度公開講座

観光現場の挑戦

今日、観光は娯楽の他、地域振興、文化交流、平和外交、外貨獲得などの多様な役割を担
うようになりました。社会情勢との密接なつながりを強めていった観光は、同時に、地域
課題、経済状況、自然災害、歴史問題、治安などの諸問題とも向き合うことになります。
困難に立ち向かい、悩みながらも「人と人との交流」を守り続ける観光現場。今も現場で
挑み続けているゲストとの対談を通じて、観光の未来について考えます。

2020 年 12月 1日火〜2021 年 1月 12 日火
毎週火曜日／全 5 回　18：30〜20：00（各回 1 時間 30 分）

開講
期間

オンライン開催／�申込期限 11 月 29 日（日）�
※個別回のみの受講も可



開催日時

開催方法
オンライン開催

（ウェビナー）
受講料無料

主催・お問い合わせ先
北海道大学観光学高等研究センター　info(at)cats.hokudai.ac.jp
＊（at）部分を＠に置き換えてご送信ください。
＊タイトルに「公開講座について」と記載してください。

「環境と観光 ─ 市民活動としての環境保全とフットパス」
ゲ ス ト：小川　　巌 氏（エコ・ネットワーク　代表）

担当教員：下休場千秋（観光学高等研究センター 　特任教授）

小川　巌氏　略歴

北海道松前町生まれ。信州大学農学部を経て、北海道大学大学院農学研究科在籍中に、ヒグマ研究グループを創設。1978 年から 84 年
まで北海道庁職員。退職後、野生生物情報センターを設立し、1992 年から市民環境団体「エコ・ネットワーク」を主宰。市民の立場か
ら野生生物の保全活動、環境保全ボランティア、「フットパス」の実践による歩く文化の普及啓発に取り組む。

第一回目

12月1日火
［18：30-20：00］

「観光を通してアイヌ文化の継承を目指す ─ 阿寒アイヌコタンの挑戦」
ゲ ス ト：廣野　　洋 氏（阿寒アイヌコンサルン　理事長）

担当教員：岡田　真弓（観光学高等研究センター　准教授）

廣野　洋氏　略歴

北海道釧路市生まれ。阿寒アイヌコタンで少年時代を過ごす。後に上京し、アイヌ料理店の運営や首都圏に暮らすアイヌとともに伝統
文化の伝承に取り組む。阿寒湖に戻ってからも、伝統文化の伝承と普及に力を注ぐ一方、観光を通じた文化伝承と経済的自立の両立に
向けた活動を展開。2019 年、アイヌ文化専門のコンサルティング会社「（一社）阿寒アイヌコンサルン」を設立。

第三回目

12月15日火
［18：30-20：00］

「ボールパークで実現する新たなコミュニティの創造─ファイターズの挑戦」
ゲ ス ト：佐藤　　拓 氏（㈱ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント 事業統轄本部コーポレート・ビジネス部　部長）

担当教員：石黒　侑介（観光学高等研究センター　准教授）

佐藤　拓氏 略歴

北海道出身。2002 年中央大学卒業後、日本ハム球団㈱（現㈱北海道日本ハムファイターズ）に入社。2004 年北海道に球団が誕生後、イ
ベントプロデュース、選手マネジメント、地域コミュニティ活動等、プロスポーツビジネス全般に従事。2019 年より㈱ファイターズ　
スポーツ＆エンターテイメントに所属し、主にスポンサーシップおよび事業パートナー誘致を担当。

第五回目　　
2021
年 1月12日火
［18：30-20：00］

「町をつなぎ人をつなぐ、1,025kmのみちづくりへの挑戦」
ゲ ス ト：桜庭　佑輔 氏（環境省東北地方環境事務所十和田八幡平国立公園管理事務所　みちのく潮風トレイル担当）

　　　　　相澤　久美 氏（NPO 法人みちのくトレイルクラブ　常務理事兼事務局長）

担当教員：木村　　宏（観光学高等研究センター　教授）

第二回目

12月8日火
［18：30-20：00］

桜庭佑輔氏　略歴

北海道函館市出身。十和田八幡平国立公園管理事務
所　国立公園保護管理企画官。
平成 17 年度環境省入省。平成 23 年 4 月に本省国立
公園課配属。みちのく潮風トレイル全線を踏査。そ
の後、現地東北にて震災復興事業に従事。現在は、
十和田八幡平国立公園にて廃屋撤去による景観回復
事業を担う。

相澤久美氏　略歴

東京生まれ。16 歳で渡米、26 歳で独立し設計事務所
主宰。雑誌編集、映画製作等手がける。2011 年〜東
北沿岸で取材と中間支援を継続し、’15 年〜みちのく
潮風トレイルの運営計画策定、’17 年 NPO 法人みち
のくトレイルクラブ設立。トレイル全線の運営を担
う。

島田邦弘氏　略歴

埼玉県生まれ。埼玉県入庁後、神川町副町長、国際課
長などを経て平成 30 年から観光課長に着任。これま
で、地域の活性化や広報業務等を主に担当。業務を通
じ「らき☆すた」と出会ったことを契機に、現在では
公私を問わず県内各地のアニメのまちおこし活動にコ
ミット。

安藤彰紀氏　略歴

福島県生まれ。岩手県在住。2014 年に兎塚エイジ氏
デ ザ イ ン に よ る オ リ ジ ナ ル ア ニ メ「 曲 花 村 役 場

（仮）」を開始、2015 年から「おおつちバラエティー
ショー」を開始し、アニメ、実写、演劇、音楽、体
験移住等を活用したメディアミックス地域おこしを
実施中。

「ツーリズムを通した心の復興に向けて ─ 埼玉県と大槌町の挑戦から」
ゲ ス ト：島田　邦弘 氏（埼玉県産業労働部観光課　課長）

　　　　　安藤　彰紀 氏（おおつちバラエティーショー実行委員会　企画プロデューサー）

担当教員：山村　高淑（観光学高等研究センター　教授）

第四回目

12月22日火
［18：30-20：00］

申込方法
右の QR コード、 または以下の URL にアクセス
し、 11 月 29 日（日）までにお申し込みください。
URL ⇒ https://forms.gle/tng6KpochF91pJAM7


